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小児 18F-FDG-PET/ CT検査における
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1. 緒 呂

18 F-fluoro-2-deoxy-D-glucose positron em蕊ion tomog-

raphy/computed tomography ( 18 F-FDG-PET/CT) 

検査は， 悪性新生物（がん）の診断にきわめて有

用である 1 , 2）。小児にも行われており， 特に小児

悪性リンパ腫の病期診断および治療効呆判定に有

効であるとされている
3 , 4）。一 方で核医学検査に

おける小児への放射性医薬品の投与量は，1988年

に出された「核医学イメ ー ジングのための小児へ

の放射性医薬品投与量に関する勧告 」で推奨され

た投与量を基準にして検査を行ってきた叫この

勧告では小児の投与量を年齢や体重，体表面積か

ら算出した係数を成人の投与量に乗じて求めてい

た。2013年に出された「小児核医学検査適正施行

のコンセンサスガイドライン（以下， ガイドライ

ン）」では成人投与鼠に基づいて設定した基本量

と体重別係数から投与量を直接計算することに

なっており，すべての体重域で実効線量が 一 定と

なるような工夫がなされている
6)。日本核医学技

術学会では， ガイドラインが公開された直後に，

ガイドライン投与量で診断可能な画像を得ること

ができるかを検証するために小児核医学撮像技術

研究委員会（以下，小児撮像研究会）が組織され

た。本研究は，小児撮像研究会で行われた検討の
一部であり，研究の目的は， 過去に行われた小

児 18 F-FDG-PET/CT検査において投与放射能 量

と画質の関係を明らかにし， ガイドライン投与量

での適正撮像時間を推定することである。
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